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■組織及び主な業務
組　織 主な業務

国土交通省北陸地方整備局 新潟国道事務所では、
新潟県下越地方の道路交通における問題点を解決する
ために、新しい道路を計画・整備したり、約234kmに
およぶ区間を維持・修繕することで、皆さまの暮らしを
支える業務を行っています。

総　務　課 事務所の窓口
経　理　課 契約や支払いに関すること
用地第一課 国道7号・8号・49号の用地取得、補償に関すること
用地第二課 国道116号・朝日温海道路の用地取得、補償に関すること
工務第一課 道路の改築工事に関すること
工務第二課 営繕工事に関すること

品質確保課 品質確保に関すること、工事発注の技術審査、工事検査、
新技術に関すること

計　画　課 道路の計画、道路改築事業に関すること

調　査　課 道路の調査、道の駅、総合学習、広報、
交通安全施設（無電柱化含む）の施策に関すること

管理第一課 道路の情報（管内国道に関する事故・異常気象など）、
道路占用・請願工事、特殊車両の通行に関すること

管理第二課 交通安全施設（無電柱化含む）の工事、
道路の維持・修繕に関すること

防災情報課 防災、道路除雪、電気通信施設・建設機械・機械設備に関すること
維持出張所

(新潟・新発田・黒埼・水原)
国道の維持管理に関すること

村上出張所 朝日温海道路の工事監督新潟国道事務所 外観

新潟国道事務所の概要

※1路線につき各市町村1区間を対象

管内の特徴

全国屈指の交通量を誇る
新潟都市圏のバイパス群

2ｍ以上の積雪がある
山間部（県境部）

国指定重要文化財
国道７号 萬代橋

■新潟国道管内における交通量ランキング
  （令和3年度の平日昼間12時間） ■路線別最大積雪量（H28～R7年度） ■萬代橋に関連する主なイベント

順
位

1

2

3

4

5

交通量
(台/12h)

9.8万台

6.8万台

5.7万台

4.1万台

3.2万台

　路線名（観測区間）

国道8号 新潟バイパス
（弁天IC～桜木IC）

国道7号 新潟バイパス　
（竹尾IC～逢谷内IC）

国道49号 亀田バイパス　
（姥ヶ山IC～紫竹山IC）

国道116号 新潟西バイパス
（亀貝IC～小新IC）

国道7号 新新バイパス
（蓮野IC～聖籠IC）

備考

全国
2位
全国
7位

開催日　　　  イベント名

４月中旬
～下旬

８月上旬

９月上旬

10月上旬
～中旬

萬代橋チューリップ
フェスティバル

新潟まつり・大民謡流し

萬代橋誕生祭

新潟シティマラソン

国道

7号

8号

49号

113号

116号

最大積雪深

72cm

130cm

111cm

304cm

229cm

83cm

  観測所名

新潟

新発田

三条

福取(県境)

金丸(県境)

巻

観測年度

R2

R2

H29

R6

R6

R2
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土工部

橋梁部

トンネル部

7

345

345

E 7

E 7

Ｎ

7

E7

朝日
まほろばIC
朝日
まほろばIC

朝日支所朝日支所

山北支所山北支所

あつみ
温泉IC
あつみ
温泉IC
おんせんおんせん

あさ ひあさ ひ

（仮称）（仮称）

大須戸第二IC大須戸第二IC
おお　す　ど だい　におお　す　ど だい　に

（仮称）（仮称）

北中IC北中IC
きたなかきたなか

（仮称）（仮称）

勝木IC勝木IC
がつ　ぎがつ　ぎ

（仮称）（仮称）

府屋IC府屋IC
ふ　やふ　や

（仮称）（仮称）

鼠ヶ関IC鼠ヶ関IC
ねず　が　せきねず　が　せき

（仮称）（仮称）

大須戸IC大須戸IC
おお　す　どおお　す　ど

山 形 県
鶴 岡 市
山 形 県
鶴 岡 市

新 潟 県
村 上 市
新 潟 県
村 上 市

（仮称）1号トンネル（仮称）1号トンネル

（仮称）2号トンネル（仮称）2号トンネル

（仮称）9号トンネル（仮称）9号トンネル

（仮称）4号トンネル（仮称）4号トンネル

朝日温海道路　延長40.8km

朝日まほろばIC～県境

延長 34.1km

県境～あつみ温泉IC

延長 6.7km

新
潟
県
村
上
市
川
端

む
ら
か
み 

し  

か
わ
ば
た

山
形
県
鶴
岡
市
大
岩
川

つ
る
お
か 

し  

お
お
い
わ
が
わ

あさひ

あさ ひ あつ み

おんせん

至 新潟市至 新潟市

道の駅朝日道の駅朝日

至 鶴岡市至 鶴岡市

朝日まほろばIC朝日まほろばIC

猿沢地区の改良工事猿沢地区の改良工事 大須戸地区の切土工事大須戸地区の切土工事

新潟国道事務所
管轄

新潟国道事務所
管轄

酒田河川国道事務所
管轄

酒田河川国道事務所
管轄

羽越河川国道事務所
管轄

羽越河川国道事務所
管轄

（仮称）11号トンネル（仮称）11号トンネル

朝日温海道路7

本年度の
取組

(仮称) ２号･11号トンネル工事・橋梁工事 ･改良工事・舗装工事等を推
進します。

朝日温海道路は、高規格道路の日本海沿岸東北自動車道（日沿道）※の一部を構成
し、朝日まほろばICからあつみ温泉ICの約40.8kmを結ぶ自動車専用道路です。

本事業は、災害時における広域的な緊急物資輸送の確保、救急医療施設への搬送時
間の短縮、安定的な物流ルートの確保に資する道路ネットワークの強化などを目的とし
ています。
※新潟県・山形県・秋田県の主要都市を結び青森県に至る延長約322km（新潟空港IC～青森IC）の自動車専用道路

●走行性や時間信頼性の向上
山間部のカーブや勾配の変化が少なく、幅の広い道路になると、市街

地への通勤や買物など、毎日の運転が快適になります。　

●観光・地域産業の活性化
高速道路ネットワークの形成によって観光周遊の選択肢が広がり、地

域産業にとっては活性化の機会となります。　

●災害に強い道路ネットワークの形成
国道７号の代替路となり、大雨や越波等の災害による通行止めリスク

が解消された、災害や雪に強い安定した輸送ルートが確保されます。

最新情報はコチラ！

あ さ   ひ   あ つ   み

■ 平面図

■ 標準断面図（単位：m） ■ 現場なう

■ 期待される整備効果

新潟県村上市川端～山形県鶴岡市大岩川
40.8km
2.5-3.5-1.5-3.5-2.5（13.5ⅿ）
第１種第３級（設計速度80km/h）
平成25年度　事業化
平成27年度　用地着手
平成29年度　工事着手（（仮称）１号トンネル工事）
令和 ２ 年度　（仮称）1号トンネル貫通　
令和 ５ 年度　（仮称）4号トンネル貫通　
令和 ６ 年度　（仮称）9号トンネル貫通　

起点・終点
延長

標準幅員
構造規格

事業の経緯

2026
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車　道車　道

沼垂道路

栗ノ木道路
紫竹山道路

49

113

113

8

7

7

7

7

116

柳都大橋区間
（開通済み）

都市計画道路 万代島ルート線　延長 5.6km

栗ノ木道路沼垂道路 紫竹山道路

新
潟
駅

新
潟
駅

柳都大橋
柳都大橋

萬代橋
萬代橋

八千代橋八千代橋西堀通
西堀通

東堀通
東堀通

秣川岸通

秣川岸通

東大通東大通 弁天線弁天線 新
潟
バ
イ
パ
ス

新
潟
バ
イ
パ
ス

網
川
原
線

網
川
原
線

紫
鳥
線

紫
鳥
線

笹
出
線

笹
出
線

東
港
線
東
港
線

明
石
通

明
石
通

にいがた２km

にいがた２km

至 

阿
賀
野
市

至 

阿
賀
野
市

至 新発田市至 新発田市

至 長岡市至 長岡市

弁天
IC

弁天
IC

南紫竹
IC

南紫竹
IC

紫竹山
IC
紫竹山
IC

寄居町
交差点

寄居町
交差点

万国橋
交差点
万国橋
交差点

万代島万代島

万代万代

古町古町

栗ノ木橋
交差点

栗ノ木橋
交差点

鐙
交差点

鐙
交差点 紫竹山

交差点
紫竹山
交差点

笹越橋
交差点
笹越橋
交差点

至 万代島方面至 万代島方面

紫竹山IC紫竹山IC

至 阿賀野市至 阿賀野市

至 新発田市至 新発田市

至 

長
岡
市

至 

長
岡
市

新しい
栗ノ木川

国道113号
歩
道

歩
道

車　道

車　道 車　道

車　道自転車
歩行者道
自転車
歩行者道

自転車
歩行者道
自転車
歩行者道

例：笹越橋交差点～紫竹山交差点例：国道113号（東港線）並行区間

※立体道路：新潟バイパスのような道路のことを指します。

至 紫竹山ＩＣ至 紫竹山ＩＣ

至 

古
町
方
面

至 

古
町
方
面

紫竹山
交差点
紫竹山
交差点

網川原線網川原線

紫鳥線紫鳥線

新
潟
新
津
線

新
潟
新
津
線

↑
信
濃
川

↑
信
濃
川

朱鷺メッセ朱鷺メッセ
新潟西港新潟西港 万国橋

交差点
万国橋
交差点

宮浦中学校宮浦中学校

柳都大橋柳都大橋

国
道
113号

（
東
港
線
）

国
道
113号

（
東
港
線
）

暮らしを支える道をつくります 改築事業

万代島ルート線（沼垂・栗ノ木・紫竹山道路）7

本年度の
取組

沼垂道路：調査・設計、用地取得を推進します。
栗ノ木・紫竹山道路：用地取得、道路改良工事、立体道路整備
（高架橋下部工事、上部工事）を推進します。

ば ん  だ い  じ ま ぬ っ た り く り  の  き し ち く や ま

■ 平面図

●交通渋滞の緩和・交通事故の削減
信号交差点をノンストップで通行できる立体道路の整備により、交通の流れがスムーズになり、交通事故の削減が期待されます。

●災害リスクの低減
JR交差部でも豪雨時の冠水による通行止めリスクが少ない道路になります。

最新情報はコチラ！

■ 断面イメージ （立体道路区間）

■ 完成イメージ図

■ 期待される整備効果

栗ノ木道路
新潟市中央区沼垂東2丁目
～同区鐙
1.4km

平成19年度　　事業化
平成20年度　　用地着手
平成24年度　　工事着手

沼垂道路
新潟市中央区万代３丁目
～同区沼垂東２丁目
1.6km
高架部（片側）：1.25-7.0-0.5（8.75m）
地表部（片側）：5.0-3.0-2.0-6.5-0.5（17.0m）
高架部：第３種第１級（設計速度60km/h）
地表部：第４種第１級（設計速度50km/h）
令和４年度　　事業化
令和８年度　　用地着手

紫竹山道路
新潟市中央区鐙
～同区紫竹山4丁目
0.7km

平成23年度　　事業化
平成24年度　　用地着手
平成25年度　　工事着手

事業名

起点・終点
延長

幅員

構造規格

事業の経緯

万代島ルート線は、新潟バイパス紫竹山ICから中央区寄居町に至る全長約5.6kmの
都市計画道路です。平成4年に都市計画決定され、高速道路や新潟バイパスといった
東西方向を結ぶ道路と新潟市中心部を南北方向に結びます。

平成14年～平成26年に柳都大橋を含む1.5km区間が先行して開通し、現在、栗ノ木
道路と紫竹山道路の区間で工事を進めています。
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栗ノ木川

立体道路

地表道路地表道路

橋梁上部工

橋梁下部工

橋
脚
橋
脚

橋
脚
橋
脚

至 桜木IC至 桜木IC

栗ノ木バイパス栗ノ木バイパス

←栗ノ木川←栗ノ木川

← 上り線← 上り線

下り線 →下り線 → 7

7

7

5

笹出線
至 新潟駅南口
笹出線

至 新潟駅南口

至 中山
笹木戸線
至 中山
笹木戸線

至 竹尾
紫竹東明線
至 竹尾
紫竹東明線

紫鳥線
至 弁天線
紫鳥線
至 弁天線

網川原線網川原線

紫雲橋紫雲橋
馬越馬越

ｺﾝﾋﾞﾆ
●

ｺﾝﾋﾞﾆ
●

ｺｲﾝﾗﾝﾄﾞﾘｰ
●
ｺｲﾝﾗﾝﾄﾞﾘｰ
●

すし屋
●
すし屋
●

49

8

紫竹山
IC
紫竹山
IC

南紫竹IC
（入口）

南紫竹IC
（入口）

紫竹山紫竹山笹越橋笹越橋

（令和８年秋頃予定）
下り線３スパン
上り線３スパン

（令和８年３月～）
下り線５スパン

鐙鐙

新
潟
バ
イ
パ
ス

新
潟
バ
イ
パ
ス

至 

阿
賀
野
市

至 

阿
賀
野
市

至 

石
山

至 

石
山至 

万
代
島

至 

万
代
島

JRJR

至 竹尾IC至 竹尾IC

南笹口南笹口

Ｎ

分　類分　類 橋梁下部工事
（橋脚など）
橋梁下部工事
（橋脚など）

橋梁上部工事
（橋桁など）

工事・製作中工事・製作中

完　成完　成

＜凡例＞＜凡例＞

きょう りょう じょう   ぶ こ う  は し  げ た

■ 工事位置

■ 橋梁上部工事の状況

橋桁製作

橋桁の仮組み立て

高架橋架設状況

■ 完成イメージ

2026

立体道路（高架橋）の整備に向けて、これま
では高架橋の橋脚工事を進めてきたところです。
橋脚が徐々に出来上がり、橋桁を架ける環境が
整ってきたことから、令和６年度より橋梁上部
工の工事にも着手しています。製作工場にて橋
桁製作を進め、令和８年３月より現地にて橋桁
を架ける工事を開始しました。

TOPICS 　立体道路の橋梁上部工橋桁を架け始めました！

製作工場で設計図をもとに鋼板を加工します

工場敷地内で加工した部材を実際に組み立て、寸法・形状・
接合などの精度を確認します

橋脚間に橋桁を支える仮設の支柱を組み立て、現場に輸送された部材を
クレーンで架設し、橋桁として連結します

8



（都）新潟駅西線

歩道 

2.5m

歩道 

2.5m

車道 

10.0m

自転車道

2.0m

自転車道

2.0m

22.0m

都心軸の
道路空間再編

万代広場万代広場 南口広場南口広場

中・長距離
バスターミナル
中・長距離

バスターミナル在来線ホーム在来線ホーム

改札口改札口 改札口改札口

新幹線ホーム新幹線ホーム
JR新潟駅

バス待合空間バス待合空間

（上 層 階）（上 層 階）

バス乗降場バス乗降場駅直下バスターミナル
（高架下交通広場）

中・長距離バス動線
路線バス動線
駅から中・長距離バスターミナルの歩行者動線

※今後関係機関等との協議で変更になる場合があります。※今後関係機関等との協議で変更になる場合があります。

NN

７

至 万代シテイ
　 バスセンター
至 万代シテイ
　 バスセンター

至 日本海東北自動車道
（新潟亀田IC）

至 日本海東北自動車道
（新潟亀田IC）

至 新潟市役所至 新潟市役所

東大通交差
点

東大通交差
点

新潟駅前交差点新潟駅前交差点

道
路
空
間
再
編

道
路
空
間
再
編

ア
ク
セ
ス
道
路

ア
ク
セ
ス
道
路

(

主)

新
潟
停
車
場
線

(

主)

新
潟
停
車
場
線

(

都)

新
潟
駅
西
線

(

都)

新
潟
駅
西
線

連続立体
交差事業
連続立体
交差事業

起点起点

終点終点

万代広場万代広場

南口広場南口広場

新潟駅新潟駅西
口
西
口

タクシー施設タクシー施設

駐車場駐車場

駐車場駐車場

タクシー施設タクシー施設
西
側
連
絡
通
路

西
側
連
絡
通
路

新
潟
駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
高
架
下
交
通
広
場
）

新
潟
駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
高
架
下
交
通
広
場
）中･長距離

バスターミナル
中･長距離
バスターミナル

新
潟
駅
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業  

延
長
0.6
　

km

新
潟
駅
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業  

延
長
0.6
　

km

※下図は国土地理院 基盤地図情報
 （基本項目）をもとに作成
※下図は国土地理院 基盤地図情報
 （基本項目）をもとに作成

JR新潟駅JR新潟駅

※イメージであり、整備内容を決定するものではありません

至 

日
本
海
東
北
自
動
車
道

（
新
潟
亀
田
IC
）

至 

日
本
海
東
北
自
動
車
道

（
新
潟
亀
田
IC
）

越後線越後線

上越新
幹線

上越新
幹線

新たな中・長距離
バスターミナル
新たな中・長距離
バスターミナル

ア
ク
セ
ス
道
路

ア
ク
セ
ス
道
路

集客施設等集客施設等
南口広

場
南口広

場

JR新潟
駅

JR新潟
駅万代広場万代広場

至 新潟市役所至 新潟市役所

至 

万
代
シ
テ
イ
バ
ス
セ
ン
タ
ー

至 

万
代
シ
テ
イ
バ
ス
セ
ン
タ
ー

白新線白新線

信越本
線

信越本
線

点在する中･長距離バス停を
ひとつに集約

点在する中･長距離バス停を
ひとつに集約

点在する中･長距離バス停を
ひとつに集約

点在する中･長距離バス停を
ひとつに集約中･

長
距
離
バ
ス

運
行
ル
ー
ト

中･

長
距
離
バ
ス

運
行
ル
ー
ト

路線バス運行ルート

路線バス運行ルート
新潟駅バスターミナル

（高架下交通広場）

新潟駅バスターミナル

（高架下交通広場）

暮らしを支える道をつくります 改築事業

■ 平面図

■ 将来の姿（整備イメージ）

新潟駅交通ターミナル整備事業7

本年度の
取組 調査・設計を推進します。

新潟駅交通ターミナル整備事業は、新潟の玄関口に相応しい広域交流ゲートウェイの
創出に向けた｢新潟駅周辺交通結節機能強化基本方針｣（令和2年1月・新潟市）に基づ
き、国土交通省と新潟市が連携し、中・長距離バスターミナルを整備するものです。

本事業は、新潟駅周辺の「交通結節機能の強化」、「防災機能の強化」、「にぎわい
創出」、「サービス機能の向上」を目的としています。

に い  が た

■ 断面イメージ

●中・長距離バス乗降場の分散解消と新潟駅周辺の交通円滑化
公共交通の乗換利便性やバス待ち環境の改善、中・長距離バスと路

線バスの運行経路を分離することで慢性的な渋滞緩和が期待されます。

●新潟駅周辺のにぎわい空間創出と防災機能の強化
人・公共交通を優先した道路空間の形成により、広場と連携した

にぎわい創出や災害時の帰宅困難者対策等への活用が期待されます。

■ 期待される整備効果

新潟市中央区東大通１丁目～同区花園１丁目
0.6km
令和２年度　　事業化

起点・終点
延長

事業の経緯

（アクセス道路）

9



安心・安全

広くて快適！

！
施工前 施工後

Ａ区間

（奥山新保～島潟）

Ｂ区間

（島潟～三日市）

33.00

7.00 3.002.00 7.004.50 4.502.00 1.501.50

28.00

7.00 3.00 7.003.50 3.502.002.00

Ｎ

7

290

290

E 7

7 新
発
田
市
奥
山
新
保

新
発
田
市
奥
山
新
保

し　
ば　
た　
し  

お
く
や
ま
し
ん 

ぼ

し　
ば　
た　
し  

お
く
や
ま
し
ん 

ぼ

新
発
田
市
三
日
市

新
発
田
市
三
日
市

し　
ば　
た　
し  

み 

っ 

か 

い
ち

し　
ば　
た　
し  

み 

っ 

か 

い
ち

新発田拡幅　延長5.8km新発田拡幅　延長5.8km
A区間 延長4.2kmA区間 延長4.2km

拡幅済区間
延長1.8km
拡幅済区間
延長1.8km

B区間 延長1.6kmB区間 延長1.6km

至 新潟市至 新潟市

至 村上市至 村上市

新発田
市街地
新発田
市街地

至 新潟市至 新潟市

小舟町交差点小舟町交差点

■ 平面図

■ 標準断面図（単位：m）

■ 現在の道路状況 ■ 整備イメージ

新発田拡幅7

本年度の
取組

新発田市小舟町～同市城北町間の舗装工事を推進します。
新発田市城北町～同市緑町間の用地取得を推進します。

新発田拡幅は、国道７号の新新バイパス新発田ICから新発田市三日市に至る延長
5.8kmを４車線化するものです。

本事業は、市街地部での慢性的な交通渋滞の緩和と、沿線地域の振興・活性化など
を目的としています。

し 　  ば 　  た

●交通渋滞の緩和・生活道路の安全性向上
円滑な走行環境が確保されることで、走行時間の短縮が見込まれ、歩道拡幅により歩行者の安全性確保が期待されます。

●第三次救急医療施設・主要観光施設へのアクセス向上
新潟県立新発田病院への迅速な救急搬送や地域の観光支援に寄与します。

●地域産業の活性化・まちづくり支援
地域産業の活性化・物流効率化による生産性向上に加え、新発田市が進めるまちづくりに寄与します。

■ 期待される整備効果

新発田市奥山新保～同市三日市
5.8km（A区間：4.2km、B区間：1.6km）
A区間：4.5-1.5-2.0-7.0-3.0-7.0-2.0-1.5-4.5（33.0m）
B区間：3.5-2.0-7.0-3.0-7.0-2.0-3.5（28.0m）
A区間：第４種第１級（設計速度60km/h）
B区間：第３種第１級（設計速度80km/h）
平成３年度　　事業化
平成６年度　　用地着手
平成12年度　　工事着手
平成21年9月　  舟入交差点～中曽根町交差点間の４車線開通
平成28年3月　  中曽根町交差点～小舟町交差点区間の４車線開通

起点・終点
延長

幅員

構造規格

事業の経緯

新発田市街地部の慢性的な交通渋滞

2026

10



116

バイパス部

2.50

3.50 3.50

2.25

14.25

2.50

現道拡幅部

25.25

2.502.50

2.257.00 7.002.00 2.00

Ｎ

116

289

新
潟
市
西
蒲
区
高
橋

新
潟
市
西
蒲
区
高
橋

に
い
が
た  
し  
に
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か
は
し

に
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た  
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ん 

く  
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燕
市
熊
森

燕
市
熊
森

つ
ば
め
し
く
ま
の
も
り

つ
ば
め
し
く
ま
の
も
り

吉田バイパス　延長11.5km吉田バイパス　延長11.5km
バイパス区間
延長7.9km

バイパス区間
延長7.9km

工業団地工業団地

現道拡幅区間
延長1.9km

現道拡幅区間
延長1.9km

現道拡幅区間
延長1.7km

現道拡幅区間
延長1.7km

付加追越車線
設置区間

付加追越車線
設置区間

至 柏崎市至 柏崎市

至 新潟市至 新潟市

金属センター金属センター

メタルセンターメタルセンター
企業団地企業団地

東栄町工業団地東栄町工業団地
至 新潟市街地至 新潟市街地

至 柏崎市至 柏崎市

暮らしを支える道をつくります 改築事業

116

吉田病院脇交差点付近の渋滞 春日町交差点付近の渋滞

■ 平面図

■ 標準断面図（単位：m）

■ 現在の道路状況

吉田バイパス

本年度の
取組 用地取得および調査・設計を推進します。

吉田バイパスは、日中を通して速度の低下や渋滞に起因した追突事故が多発している
燕市街地を迂回及び道路拡幅し、燕市熊森から新潟市西蒲区高橋に至る延長11.5km
の国道116号バイパスです。

本事業は、慢性的な交通渋滞の緩和、安全な走行環境の確保、全国有数の金属加工
産業といった地域の産業を支援することを目的としています。

よ し   だ

●走行時問の短縮
当該区間を通過する交通は、市街地部における渋滞箇所を回避することができ、走行時間の短縮が見込まれます。

●現道環境の改善
当該区間の渋滞緩和と交通事故の減少に加え、物流を担う大型車交通が転換することによる交通騒音の低下が期待されます。

●地域産業の支援
燕市内の工業団地における輸送時間や通勤時間の短縮など、地域産業の発展を支援します。

■ 期待される整備効果

燕市熊森～新潟市西蒲区高橋
11.5km
バイパス部：2.5-3.5-2.25-3.5-2.5（14.25m）
現道拡幅部：2.5-2.0-7.0-2.25-7.0-2.0-2.5（25.25m）
第３種第１級（設計速度80km/h）
令和２年度　　事業化
令和４年度　　用地着手

起点・終点
延長

幅員

構造規格

事業の経緯

11



土工部

21.00

2.00 2.007.00 7.003.00

116

至 柏崎市至 柏崎市

至 新潟市街地至 新潟市街地

至 柏崎市至 柏崎市
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新
潟
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西
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和

新
潟
市
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和

新潟西道路　延長4.2km新潟西道路　延長4.2km

116

田島交差点付近の慢性的な交通渋滞 狭い生活道路をすれ違う車両

■ 平面図

■ 標準断面図（単位：m）

■ 現在の道路状況

新潟西道路

本年度の
取組 用地取得、調査・設計、道路改良工事を推進します。

新潟西道路は、新潟都市圏を東西に横断する高規格道路「新潟東西道路」（全長約
40km）の一部を構成し、新潟市西区明田から国道116号 新潟西バイパス曽和交差点に
接続する4.2kmのバイパスです。

本事業は、慢性的な交通渋滞の緩和、信頼性の高い道路ネットワークの構築、沿線地
域の安全性向上及び物流効率化による地域産業の支援を目的としています。

に い  が た  に し

●渋滞の緩和
４車線化かつ主要交差点の立体化により、慢性的な渋滞が緩和し、スムーズな走行が可能となります。

●安全な走行環境の確保　
交差点の前後で渋滞に起因した追突事故の減少が期待されます。

●生活道路の安全性向上
周辺の生活道路への抜け道利用が減少し、沿線地域の安全性向上が期待されます。

■ 期待される整備効果

新潟市西区明田～同区曽和
4.2km
土工部　　　　：2.0-7.0-3.0-7.0-2.0（21.0m）
橋梁部（片側）：1.25-7.0-0.5（8.75m）
第３種第１級（設計速度80km/h）
平成31年度　　事業化
令和３年度　　用地着手
令和７年度　　工事着手

起点・終点
延長

幅員

構造規格

事業の経緯

2026

12



より安全で便利な道になおします 交通安全事業等

交通事故や渋滞が発生する原因を調べて、交差点やICを改良したり、自転車や歩行者にも使いやす
い道路になおします。

■ 事故ゼロプランにご協力ください
　 （事故危険区間重点解消作戦）

安全安心な道路環境を実現するため、事故データや地域の声に基づき事故の危険性
が高い区間を「事故危険区間」として選定し、重点的・集中的に事故対策を進める『事故
ゼロプラン』の取り組みを行っています。

新潟県内の直轄国道を対象に、全 147 区間 ( 令和 7 年 11 月現在 ) の事故危険区間に
ついて順次対策の検討を進めています。

「事故危険区間」を見て、チェックして、
他にも「危ない」場所を教えて下さい。

教えて 他に「危ない」と思う場所を教えてください。

 チェック
して

「事故危険区間」をチェックしてください。 
事故危険区間を通るときは注意しましょう。

見て
事故データ、地域の声に基づき、現在選定されている
「事故危険区間」を見てください。

令和８年度の

TOPICS

13



TOPICS

竹尾IC事故対策
計画：１箇所

竹尾IC事故対策
計画：１箇所

至　
新
潟
市
中
央
区

至　
新
潟
市
中
央
区

至　
聖
籠
町

至　
聖
籠
町至　新潟市江南区至　新潟市江南区

至　新潟市東区役所至　新潟市東区役所

新潟市東区

新潟バイパス新潟バイパス

竹尾IC

Ｎ

100m

バイパス本線に及ぶ滞留バイパス本線に及ぶ滞留 ランプ部における無理な合流ランプ部における無理な合流

至 

新
潟
市
東
区
役
所

至 

新
潟
市
東
区
役
所

至 

新
潟
市
江
南
区

至 

新
潟
市
江
南
区

至 

聖
籠
町

至 

聖
籠
町

至 新潟市中央区至 新潟市中央区

7

4

4

竹尾ＩＣ竹尾ＩＣ
上り上り下り下り

至 聖籠町至 聖籠町
至 新潟市
　 中央区
至 新潟市
　 中央区

歩道整備

ドットライン

中央分離ゼブラ帯

カラーライン

竹尾ＩＣ事故対策7

交通量が非常に多い国道７号新潟バイパス竹尾ICでは、ランプ部における無理な
合流による事故や、バイパス本線に及ぶ滞留による追突事故が多発しています。

本事業は、加速合流車線設置による合流を円滑にする対策や、右折滞留長延伸に
よる直進車両阻害を低減する対策を行います。

た け   お

本年度の取組

新潟市東区竹尾
令和２年度　事業化
令和４年度　用地着手
令和５年度　工事着手

調査・設計、道路改良工事を推進します。

起点・終点

事業の経緯

2026

14

交通事故対策は、多種多様な方法の中から、事故の発生状況や道路の構造などを勘案し、その場所で最適
と考えられる対策を行っています。その種類と目的別に一般的な対策をご紹介します。

視覚・振動・音などの
効果で車両のスピードを
抑えます。
・ドットライン
・段差舗装
・減速マークなど

道路を改良して、交通
の円滑化や視認性を向
上させます。
・右左折専用レーン
・中央分離ゼブラ帯
・右折分離ゼブラ帯など

危険な場所であること
をドライバーに認識させ
ます。
・カラーライン
・対向車接近表示システム
・ランブルストリップス
　など

歩道や自転車通行帯
の整備や柵等の設置で
事故を防止します。
・歩道整備
・横断防止柵
・横断歩道・交差点の
　カラー化など

■速度を抑制する ■注意を喚起する

■道路を改良する ■歩行者・自転車事故を防止する

TOPICS 　交通事故対策のいろいろ



3.503.50 3.50 3.503.003.00 3.252.002.00 1.50

車道車道 車道 車道車道歩道 歩道路肩路肩 中央帯

28.75

急な車線変更や急減速・停止が発生急な車線変更や急減速・停止が発生

至 新潟市至 新潟市

至 長岡市至 長岡市

無信号交差点からの無理な右折進入無信号交差点からの無理な右折進入

至 新潟市中央区至 新潟市中央区

至 三条市至 三条市

下須頃地区事故対策
計画：１箇所(２交差点)
下須頃地区事故対策

計画：１箇所(２交差点)

須頃3北交差点須頃3北交差点
下須頃交差点下須頃交差点

至　長岡市至　長岡市

至　
新
潟
市

至　
新
潟
市

三条市

燕 市

三条燕IC

燕三条駅

信濃川→
信濃川→

Ｎ

100m

E 8
8

289

計画：１箇所（４交差点）
大通西交差点改良事業

大通小前交差点

8

より安全で便利な道になおします 交通安全事業等

■標準断面図（単位：m）

大通西交差点改良

本年度の取組

大野大橋の南側に位置する大通西交差点周辺は、信号交差点が連続した区間で沿道
店舗への出入車両も多いため、本線での速度低下や追突事故が多発しています。

本事業では、連続する交差点の改良及び付加車線設置による追突事故防止の対策を
行います。

お お どおり  に し

新潟市南区大通～大通南
平成28年度　事業化
令和２年度　用地着手

起点・終点

事業の経緯

調査・設計、道路改良工事を推進します。

8 下須頃地区事故対策

本年度の取組

北陸自動車道 三条燕ICへのアクセス道路と交差する須頃（三）南交差点周辺では、
交差点前後で車線数が変化するため、急な車線変更や急減速・停止、無理な交差点
進入による事故が多発しています。

本事業では、連続する交差点の改良と付加車線の設置による追突事故防止対策を
行います。

し も   す   ご ろ

三条市下須頃
平成28年度　事業化
令和６年度　工事着手

起点・終点

事業の経緯

調査・設計、道路改良工事を推進します。
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横越上町交差点事故対策
計画：１箇所

横越上町交差点事故対策
計画：１箇所至　

新
潟
市
中
央
区

至　
新
潟
市
中
央
区

至　
阿
賀
野
市

至　
阿
賀
野
市

新潟市江南区

横雲バイパス
横雲バイパス

江南区役所 横越出張所

新横雲橋

200m

↑
阿
賀
野
川

↑
阿
賀
野
川

新潟中央環
状

道
路

(事
業

中
)

ＮＮ

49

横越地区事故対策
計画：１箇所

横越地区事故対策
計画：１箇所至　

新
潟
市
中
央
区

至　
新
潟
市
中
央
区

至　
阿
賀
野
市

至　
阿
賀
野
市

新潟市江南区

横雲バイパス横雲バイパス

江南区役所 横越出張所

100m

横越上町交差点横越上町交差点

↑
阿
賀
野
川

↑
阿
賀
野
川

新潟中央環状道路(事業中)

新潟中央環状道路(事業中)

ＮＮ

49

至 阿賀野市至 阿賀野市

至 阿賀野市至 阿賀野市

至 新潟市中央区至 新潟市中央区

新潟中央環状道路
（事業中）

新潟中央環状道路
（事業中）

49

本年度の取組

国道49号横雲バイパスの横越上町交差点では、交通渋滞の多発や交差点に向かう
下り坂の影響で速度超過や急ブレーキを誘発しやすく、追突事故が多発しています。

本事業では、交差点部を立体化することで、安全な交通環境を確保します。

新潟市江南区横越
令和５年度　事業化

起点・終点
事業の経緯

調査・設計を推進します。

49 横越上町交差点事故対策
よこ  ご し か み ち ょ う

本年度の取組

国道49号横雲バイパスの横越地区の交差点では、交通渋滞の多発や交差点に向かう
下り坂の影響で速度超過や急ブレーキを誘発しやすく、追突事故が多発しています。

本事業では、今後交通量の増加が想定される新潟中央環状道路（新潟市が整備中）
と国道49号が交差する箇所を立体化することで、安全な交通環境を確保します。

新潟市江南区横越～袋津
令和３年度　事業化
令和４年度　工事着手

起点・終点

事業の経緯

調査・設計、橋梁下部工事・道路改良工事を推進します。

49 横越地区事故対策
よこ  ご し

2026
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至　三条市至　三条市

電線共同溝（イメージ）

管路

管路ケーブル（通信）
ケーブル（電力）

民地 道路区域

地上機器
（トランス等）

特殊部

至　新潟県庁至　新潟県庁

美咲町・新光町　電線共同溝
延長 2.9km(上下)

美咲町・新光町　電線共同溝
延長 2.9km(上下)

PFI
延長 0.6km(上下)

PFI
延長 0.6km(上下)

至　
平
成
大
橋

至　
平
成
大
橋

至　
新
潟
市
役
所

至　
新
潟
市
役
所

新潟市西区

新潟市中央区

新潟県庁 千
歳

大
橋

信濃川→
信濃川→

Ｎ

200m

116

より安全で便利な道になおします 交通安全事業等

新潟市南区高井東三丁目～根岸
2.2km（上下）
平成30年度　事業化
令和４年度　本体工事着手

起点・終点
延長

事業の経緯

景観・観光 安全・快適 防　災

■ 無電柱化の目的

電線共同溝の整備推進
　現在、「無電柱化推進計画」に沿って、無電柱化を進めて
います。
　無電柱化は、大規模な商業地域の街の顔になるような通り
に加え、近年の社会ニーズの多様化から、中規模商業系地域
や住居系地域、主要な非幹線道路、歴史的街並みの保全、
観光振興、地域文化の復興、地域活性等に資する箇所を対象
に整備を実施しています。

 景観の阻害要因となる電柱・電線をなく
し、良好な景観を形成します。

 無電柱化により歩道の有効幅員を広げ
ることで、通行空間の安全性・快適性を
確保します。

 大規模災害（地震、竜巻、台風等）が起
きた際に、電柱等が倒壊することによる
道路の寸断を防止します。

8 南区根岸電線共同溝

本年度の取組

みなみ　く　　ね　ぎ し   み   さ き  ちょう     し ん   こ う  ちょう

調査・設計を推進します。

新潟市中央区美咲町～新光町
2.9km（上下）
令和５年度　事業化
令和６年度　電線共同溝ＰＦＩ事業着手

起点・終点
延長

事業の経緯

116 美咲町・新光町電線共同溝

本年度の取組 調査・設計、支障物移転を推進します。

新潟市中央区万代新潟市中央区万代

より安全で便利な道になおします 交通安全事業等
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TOPICS

至 柏崎市至 柏崎市 至 長岡市至 長岡市

至 村上市至 村上市

奥早出粟守門

越後三大只見国定公園越後三大只見国定公園

新潟県

福島県

山形県

N

49

49

7

7

8

8

113

116

116

凡　例
：0～50件/億台キロ

：50～100件/億台キロ

：100～150件/億台キロ

：150～200件/億台キロ

：200～250件/億台キロ

：250件/億台キロ～

：国立公園

：国定公園

：県立自然公園

0 2 4 6 8 10% 0 2 4 6 8 10% 0 2 4 6 8 10%
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
(km/h)

朝（8時台）

(km/h)

昼（13時台）

(km/h)

夕（18時台）

標準偏差＝11標準偏差＝11

95％タイル値
64km/h

95％タイル値
64km/h

5％タイル値
27km/h
5％タイル値
27km/h

5％タイル値
47km/h
5％タイル値
47km/h

5％タイル値
26km/h
5％タイル値
26km/h

95％タイル値
78km/h

95％タイル値
78km/h 95％タイル値

73km/h
95％タイル値
73km/h

標準偏差＝10標準偏差＝10 標準偏差＝15標準偏差＝15

中央値
46km/h
中央値
46km/h

中央値
62km/h
中央値
62km/h

中央値
47km/h
中央値
47km/h

新潟西バイパス新潟西バイパス 新潟バイパス新潟バイパス 新新バイパス新新バイパス

亀田バイパス亀田バイパス

混雑時の旅行速度低下量（km/h) 交通量（百台/日）

0～5km/h低下

5～10km/h低下

10～15km/h低下

15～20km/h低下

20km/h以上低下

1000百台/日以上

700～1000百台/日未満

500～700百台/日未満

300～5000百台/日未満

200～3000百台/日未満

100～2000百台/日未満

50～100百台/日未満

50百台/日未満

(非混雑時と比べた混雑時の速度低下量)

生物多様性の保全に寄与するため、新潟国道事務所
管内におけるロードキル多発箇所について分析を実施
し、ロードキル多発箇所を可視化。

■ロードキル多発箇所の分析

集計期間：平成31年4月～令和6年3月
※「動物死骸」を対象に集計(鳥類は除外)

速度低下箇所を対象に時間信頼性について分析。
例えば新潟バイパスでは、朝夕の通勤時間帯の速度

低下に加え、夕方の時間帯は速度のバラつきも大きく、
所要時間が読みづらいことも課題。

■新潟バイパス等の時間帯別旅行速度分布の分析

出典：ETC2.0プローブ情報(R5.4～R6.3)
対象：国道8号女池IC上り線

“2050年、世界一、賢く・安全で・持続可能な基盤
ネットワークシステム”をWISENET（ワイズネット）と
位置づけ、その実現のための政策展開により、新時
代の課題解決と価値創造に貢献します。

2050年、世界一、賢く・安全で・持続可能な基盤ネットワークシステム（通称：WISENET）
World-class Infrastructure with 3S(Smart, Safe, Sustainable) Empowered NETwork

社会資本整備審議会 道路分科会 国土幹線道路部会で公表された『高規格道路のネットワークのあり方　
中間とりまとめ』で掲げられた“WISENET”の実現に向け、新潟国道事務所では、管内における幹線ネットワー
クの交通実態などについて分析を行っています。

■WISENET(ワイズネット)の取組

東西方向の幹線道路である新潟西バイパス、新潟バ
イパス、新新バイパスに交通が集中しているため、混雑
時において旅行速度が20㎞/h以上低下する区間が多く
を占めており、朝夕の混雑時間帯に速度が低下。

その他、新潟都心と周辺地区を結ぶ放射状道路に交通
が集中しており、国道49号も比較的速度低下が大きい。

現状と課題認識

■都市部の交通量と混雑時の旅行速度低下量の分析

出典：令和３年度 全国道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査  　  　　　　 
　　　　旅行速度は上下線平均値（高速道路、直轄国道、補助国道を対象に表示)

生物多様性の保全に向けた分析

　賢く・安全で・持続可能なネットワークを目指します

2026

道路サービスレベルの向上に向けた分析
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維持出張所
除雪ステーション

新潟
新発田
羽越河川国道事務所

黒埼
水原

凡　例

管理
区間

Ｎ

新潟新潟

新潟西新潟西

巻巻

関川関川

安田安田
津川津川

白根白根

黒埼黒埼

加治川加治川
豊栄豊栄

新発田新発田

水原水原

新潟新潟

黒埼黒埼

山形県

福島県

49

7

7

8

113

116

E 7

E 8

E 49

■管理延長（単位：km）

補強鉄筋の組立補強鉄筋の組立 コンクリートの吹き付けコンクリートの吹き付け コンクリートの仕上げコンクリートの仕上げ

耐震補強工事の様子 既存の橋脚を新たな鉄筋コンクリートで包み込み、橋の安全性を高めます

■国道8号新潟バイパス「新潟大橋」補強前後
補強前 補強中 補強後

道路における震災対策（橋梁の耐震補強）
災害時の救急救命活動や復旧支援活動を支えるため、橋梁の耐震補強（大規模な地震時でも軽微な損傷に留まり、

速やかな機能回復が可能となる対策）を実施しています。

24時間365日、道路を守ります

日常の管理

道路をいつも良好な状態に保つよう日常の管理、定期的なインフラメンテナンス、冬期道路交通を
確保するための除雪等を行っています。　

24時間365日、道路の異常が無いか監視し、異常が見
つかった場合は応急作業を行うほか、道路利用者や関
係機関に道路情報を発信し、安全で円滑な道路交通を
確保します。

■管理施設量

監視・情報管理

        維持出張所　　
■ 新潟維持出張所　　
■ 新発田維持出張所　
■ 黒埼維持出張所　　
■ 水原維持出張所 　　
　　　合　計

施　　設

橋　　梁 21.862
31.895

 
53.757

国道
7号

国道
8号

国道
49号

国道
113号

国道
116号

112橋 56橋 73橋 36橋 84橋

計

361橋 5.826

32.951
 

38.777

10.892

61.081
71.973

25.845

 
25.845

19.718

24.733
 

44.451

 計     

58.298
57.740
57.684
61.081

234.803

国道
7号

国道
8号

国道
49号

国道
113号

国道
116号

（溝橋含む） （209橋） （101橋） （130橋） （43橋） （142橋） （625橋）

トンネル 6カ所 4カ所 ――― 10カ所
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■建設後50年を経過した橋梁の割合（新潟県） ■橋梁の判定区分の割合（全道路管理者合計）
0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.1%全　国
(719,864)

0.1%新潟県
(22,984)

Ⅰ：健全 Ⅱ：予防保全段階 Ⅲ：早期措置段階 Ⅳ：緊急措置段階
※2023 年度に 2 巡目の点検が完了し、2024 年度から 3 巡目の点検を実施している。
※（ ）内は 2019 ～ 2023 年度（2 巡目点検）に点検を実施した施設数の合計。
※四捨五入の関係で合計値が 100% にならない場合がある。

50%

43%

8%

15%

42%

42%

約２倍
38%

62%

0% 20% 40% 60%

2025年度時点

2035年度時点

半数
以上

インフラメンテナンス（点検・修繕）
安全・安心な道路を次世代へと継承するため、道路施設の定期点検を実施し適切な対

策を講じるインフラメンテナンスを推進します。施設に不具合が生じてから対策を行う
「事後保全」から、施設に不具合が生じる前に対策を行う「予防保全」への転換を図り、
ライフサイクルコストの低減や効率的かつ持続可能な維持管理の実現に向け取り組みます。

附属物点検

トンネル点検

橋梁点検

舗装修繕橋梁補修

　全国と同様に新潟県内の道路インフラは高度経済成長期につくられたものが多く、建設後50年を経過した割合
は2035年度に62％にのぼる見込みです。また、早期措置が必要な判定区分Ⅲ以上の割合は年々着実に減少してい
ますが、依然として全国の２倍となっています。

TOPICS 　新潟県と全国のインフラ老朽化比較

2026
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至 新潟方面至 新潟方面

至 上越方面至 上越方面

大雪時にも平時の行動で地域に混乱

大雪時には予防的な行動で備える

24時間365日、道路を守ります

凍結防止剤を散布して路面の凍結を防ぎます。 積もった新雪を路肩へ寄せます。 路肩にたまった雪を雪捨て場へ運び出します。

落雪の危険がある雪のかたまりを取り除きます。 通学や通勤の歩行者の通路を確保します。 雪を解かし、歩きやすい歩道を確保します。

冬期道路交通の確保
安全で円滑な冬期道路交通の確保を図り、大規模な通行止めや滞留・立ち往生が生じないようにするため、２４時間体

制で除雪等を行います。

国土交通省では、「人命を最優先に、幹
線道路上で大規模な車両滞留を徹底的に
回避すること」を目標とし、道路利用者の行
動変容を促すために、関係機関と連携し、
企業や学校等をはじめ地域住民等に対して
適切な情報提供を行っています。これから
は、大雪が予想される場合には、予防的な
行動で備えるようご協力お願いします。

凍結防止

歩道除雪雪庇処理
せっ ぴ

ロードヒーティング

新雪除雪 運搬排雪

大雪時の道路交通確保に対する考え方の転換
近年の国土交通省の取り組み

国道8号 柏崎市青海川地先 （R4.12.19 撮影）
国道49号と磐越自動車の同時通行止め

国道49号 東蒲原郡阿賀町野村地先（R7.1.8撮影）
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←至　古町 至　新潟駅→

重要文化財指定の範囲

↑
信 濃 川

高欄

橋名板

橋詰広場

旧橋詰階段親柱

転落防止柵

橋詰隅柱

橋詰隅柱

橋詰壁面

照明灯

橋名板

橋詰広場

橋側灯

側面図

平面図

2025萬代橋チューリップフェスティバル
（R7.4.11～4.24）

萬代橋みがき（R7.9.30）
※市民団体を含む総勢約70名が参加

第23回 萬代橋誕生祭
（R7.9.6）

新潟シティマラソン
（10月上旬～中旬）

新潟まつり2025・大民謡流し
（R7.８.8）

萬代橋は新潟市中央区の都心部に位置し、信濃川河口より
約3.5㎞上流に位置する国道７号の道路橋です。明治19年の架
橋以来、時代と共に新潟市の発展に貢献してきました。

現在の三代目萬代橋は、平成16年7月6日に国道に架かる橋と
しては、国道１号の日本橋に次いで２例目となる国の重要文化
財に指定された、「用・強・美」を兼ね備えた日本の名橋です。

令和8年8月23日で97歳になります。

萬代橋（国指定重要文化財）7
ば ん  だ い  ば し

■ 萬代橋を舞台にした取り組み

みなさんと一緒に地域を盛り上げます

地域と連携しながら、交流によるにぎわいづくりの場となる道路空間を提供したり、道路愛護につな
がる取り組みを支援していきます。

三代目萬代橋(昭和4年８月～現在)  
橋長／306.9m、幅員／ 22.0m 橋名板

用：１日約２万台の自動車交通量を支える大動脈
強：関東大震災の復興技術が活かされ、新潟地震にも耐えた強さ
美：安定感と軽快感を両立する６連アーチと、御影石の化粧張りの美しさ

① 橋のデザイン史上での価値が高い
② 技術的達成度を示す遺構として貴重

特設WEBサイト
「萬代橋」はこちら！

■ 萬代橋の特徴 ■ 重要文化財指定の理由
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実施団体

協力者 道路管理者
Volunteer
Support
Program

住民グループ等

市町村 国道事務所・出張所等

●清掃活動
●植樹等の管理
●その他

●収集ゴミの回収・処理
●実施団体の連絡窓口

●用具の貸与
●サインボードの設置
●安全指導
●事務局

国土交通大臣表彰 北陸地方整備局長表彰

新潟国道事務所長表彰 日本道路協会長表彰

みなさんと一緒に地域を盛り上げます

国道49号横雲バイパス・
新潟市江南区亀田曙町地先

（にいがた道の研究会）

国道7号・国道116号
新潟市中央区本町通他

（十六夜（いざよい）会）

国道49号横雲バイパス
・側道沿線
（丸田久平氏）

国道8号・
三条市須頃３丁目地先

（本間電機工業株式会社）

住んでいるところをきれいにしたい！という
地域や企業の方々の気持ちに応える道路の
美化・清掃プログラムです。実施団体（ボラン
ティア）・道路管理者・協力者の３者間で協
定を結び、道路の美化活動を行っています。

■ 道路の美化活動の様子

ボランティア･サポート･プログラム（VSP）

国道
7号
8号

49号
113号
116号

計

実施団体数
25
28
4
3

12
69

（R7.4.1現在）※２団体が路線重複

TOPICS 　朝日温海道路の(仮称)４号トンネルで合唱コンサート

令和7年10月28日に、朝日温海道路の（仮称）４号トンネルで、地元の村上市立朝日中学校２年生の皆さんに
よる合唱コンサートを開催しました。村上市長をはじめ、事務所職員や工事関係者が見守る中、２曲が披露され
ました。

普段は静 寂と暗闇が
占める1,185mのトンネル
に、生徒42名の美しい歌
声が響き渡りました。

　トンネル内での合唱 工事中の(仮称)2号トンネルを見学
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ＮＮ

重点道の駅

ＮＮ

胎内胎内
あいぽーと佐渡あいぽーと佐渡

国上国上

たがみたがみ

漢学の里しただ漢学の里しただ

花夢里にいつ花夢里にいつ

庭園の郷 保内庭園の郷 保内

新潟ふるさと村新潟ふるさと村

みかわみかわ

あがのあがの

阿賀の里阿賀の里

豊栄豊栄

加治川加治川

関川関川

燕三条地場産センター燕三条地場産センター

笹川流れ笹川流れ

朝日朝日

神林神林

113

116

49

7

7

8

2026

道の駅

令和7年7月12日にリニューアルプレオープン！

新潟県内では現在42箇所の道の駅が登録されており、誰もが休憩したり、
様々な情報を得られる個性豊かなにぎわいの場となっています。

■ 道の駅「みかわ」

新潟県東蒲原郡阿賀町岩谷2865
TEL0254-99-3779
https://www.instagram.com/mizutokawano_tofuya

■ 下越「道の駅」（令和7年4月現在）

日時　令和7年 7月20日（日）
会場　三条市下保内4035 道の駅「庭園の郷 保内」
内容　●除雪機械、対策本部車　試乗体験
　　　●地震体験
　　　●記念撮影会　など

日時　令和7年 8月10日（日）10時～16時
会場　新潟市中央区古町通7番町ふるまちモール７
内容　●はたらく車 試乗体験
　　　●地震体験　●クイズコーナー
　　　●パネル展示　など

地域住民に道路管理や防災活動の重要性について理
解していただくために、関係機関が共同で毎年実施して
いるイベントです。

　各種イベント開催時にブースの出展を行い、はたらく車の展示や道路利用者へ説明などを行っています。

７月 ８月あつまれ！！はたらくクルマ
（道の駅「庭園の郷保内」）

新潟まつり
（道路ふれあいコーナー）

■ イベント参加

8月の「道路ふれあい月間」の一環として道路を身近に
感じていただくため、関係機関が共同で毎年実施してい
るイベントです。
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新潟に住む人・来る人の雪みち通行に役立つサイトをひと

まとめ！必要な情報を以下のメニューから選んで下さい。

富山県・石川県
まで拡大！

メニュー

気象庁 今後の雪

　 みちナビにいがた

にいがたバス乗換案内|新バスシステム

新潟県防災ポータル

ふゆみち

E8

E8

E8

E7

18

17

49

41

116

113

249

160

159

159

157

156

8

8

8

7

E18

E17

E49

E41

E41

E41
E86

富山県

石川県

新潟県

ほくりく
 ふゆみち
ほくりく
 ふゆみち
ほくりく
 ふゆみち
ほくりく
 ふゆみち

みなさんと一緒に地域を盛り上げます

　新潟県・富山県・石川県内
の直轄国道および高速道路に
おいて冬期の異常降雪などに
より発生した障害情報を、ア
プリを通じて提供しています。

■ ほくりくふゆみち情報アプリ NEW

※冬期間限定

みちナビ にいがた
新潟国道事務所 公式 X

2.9 万
フォロワー

突破︕

新潟国道事務所公式チャンネル

　新潟国道事務所管内の道路情報や防災情報、イベント情報を、
公式X「みちナビにいがた」などを通じていち早くお知らせしています。

■ SNSなど

各機関が提供する新潟都市圏の気象情報、
道路交通情報、公共交通情報などを簡単に
素早くアクセスできるポータルサイトを公開
しています。

■ 特設サイト ゆきみちポータル

便利なWebサイトをひとまとめ！
https://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/yukimichi/

道路事業に関する情報をはじめ、工事
による通行規制情報、道路情報板やライブ
カメラなどの情報を提供しています。

■ ホームページ みちナビ新潟

道路を利用される皆様に向けて、運転に役立つ情報や、道路に関する様々な取り組みを発信しています。

道路情報の発信
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管　内　図

2026
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表紙写真：国道 7号萬代橋（新潟市） 令和8年４月作成




